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イ
タ
ー
新
垣
隆
の
「
Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
Ｓ
Ｈ
Ｉ

Ｍ
Ａ
」
に
続
く
交
響
曲
2
番
「
フ
ク

シ
マ
」
の
新
作
と
い
う
贅
沢
も
あ
る
。

マ
ス
コ
ミ
各
紙
も
異
例
の
取
り
上

げ
様
で
、
11
／
16
に
は
毎
日
が
朝
刊

4
面
で
全
紙
大
（
プ
ラ
ス
1
面
）
の

取
扱
。
県
内
で
は
、
三
・
四
月
に
各

   

地
で
上
映
計
画
が
続
く
。 

こ
の
映
画
が
、
三
島
や
県
内
で
誰
で

も
観
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
い
。
じ
つ
は

そ
れ
が
市
民
ひ
ろ
ば
開
設
の
動
機
の

一
つ
だ
っ
た
。
今
月
下
旬
か
ら
始
め

る
。
当
面
は
毎
週
土
曜
午
後
の
み
だ

が
、
観
て
終
わ
り
で
は
な
く
、
終
了
後

 

発
運
転
差
止
め
訴
訟
を
引
き
受
け
、
今

や
全
国
の
原
発
訴
訟
を
率
い
る
。 

こ
の
映
画
の
手
法
は
、
裁
判
そ
の
も

の
だ
。
た
し
か
な
エ
ビ
デ
ン
ス
（
証
拠
）

を
積
み
上
げ
、
当
事
者
や
専
門
家
ら
の

証
言
で
押
さ
え
る
。
福
島
の
被
害
も
織

り
込
み
な
が
ら
、
白
板
に
自
ら
図
を
描

   

い
て
原
発
が
回
る
社
会
の
仕
組
み
等

を
解
説
す
る
4
場
面
は
、
法
廷
の
弁

論
よ
ろ
し
く
、「
河
合
塾
」
と
好
評
だ
。

緻
密
な
弁
護
士
海
渡
雄
一
に
よ
る
脚

本
と
プ
ロ
の
映
像
製
作
者
（
残
念
な
が

ら
実
名
出
せ
ず
）
の
協
力
あ
っ
て
の
本

格
的
な
作
品
と
な
っ
た
。
ゴ
ー
ス
ト
ラ

 

昨
年
十
一
月
八
日
に
シ
ネ
マ
ー
ト

六
本
木
で
公
開
、
ほ
ど
な
く
「
生
ま
れ

た
と
き
か
ら
原
発
が
あ
っ
て
当
た
り

前
」
と
い
う
若
者
層
に
も
広
が
り
、
連

日
１
５
０
席
を
め
が
け
て
全
国
か
ら

殺
到
、
有
料
試
写
会
延
々
四
か
月
と

い
う
前
代
未
聞
の
事
態
で
あ
る
。
全
国

各
地
で
自
主
上
映
中
。
三 

島
で
も
す
で
に
4
回
上 

映
さ
れ
た
。
自
作
・
自
演 

の
監
督
は
「
ダ
グ
ラ
ス
・
グ
ラ
マ
ン
」

「
平
和
相
互
銀
行
」「
イ
ト
マ
ン
」「
武

富
士
」
な
ど
数
々
の
経
済
事
件
で
勝
訴

を
も
た
ら
し
た
『
逆
襲
弁
護
士
河
合
弘

之
』
（
大
下
英
治
著
）
。
だ
が
、
「
金
や

会
社
の
取
り
っ
こ
ば
か
り
し
て
い
る

と
、
心
に
秋
風
が
吹
く
」
と
、
浜
岡
原

 

（
48
）、
多
呂
か
ら
リ
フ
ォ
ー
ム
会
社

社
長
で
４
回
目
挑
戦
の
土
屋
け
ん
い

ち
氏
（
66
）
、
元
職
で
徳
倉
か
ら
商
社

社
長
で
前
回
県
議
に
挑
戦
し
た
甲
斐

ゆ
き
ひ
ろ
氏
（
59
）
、
公
明
党
か
ら
は

秋
津
議
員
の
引
退
に
伴
い
富
士
ビ
レ

ッ
ジ
か
ら
村
田
こ
う
い
ち
氏
（
54
）
、

谷
田
か
ら
共
産
党
で
引
退
す
る
金
子

議
員
の
後
を
継
ぎ
、
２
回
目
挑
戦
で
、

 

が
勝
負
」
と
い
う
の
が
あ
る
ら
し
い
。

被
害
者
が
サ
ギ
と
気
づ
い
て
も
、
家
族

や
友
人
・
知
人
に
関
す
る
あ
ま
り
に
詳

し
い
情
報
を
聞
か
さ
れ
（
ウ
ラ
組
織
の

情
報
集
収
力
は
あ
な
ど
れ
な
い
）。 

▼
こ
こ
ま
で
調
べ
ら
れ
て
い
る
の
で

は
無
視
し
た
り
警
察
に
通
報
な
ど
す

る
と
何
を
さ
れ
る
か
分
ら
な
い
と
恐

怖
を
感
じ
、
そ
れ
で
済
む
こ
と
な
ら
と

振
り
込
ん
で
し
ま
う
ケ
ー
ス
が
あ
る

と
い
う
。
何
と
い
う
こ
と
か
と
思
う

が
、
上
に
は
上
が
あ
っ
た
。 

▼
市
民
ひ
ろ
ば
オ
ー
プ
ン
記
念
に
古

川
好
子
さ
ん
に
お
話
し
い
た
だ
い
た
。

古
川
さ
ん
は
福
島
第
一
原
発
か
ら
８

ｋ
ｍ
、第
二
か
ら
3
ｋ
ｍ
の
富
岡
町
で

暮
ら
し
て
い
た
が
四
年
前
の
三
月
十

二
日
朝
、
避
難
指
示
が
出
さ
れ
、
一
～

二
日
の
つ
も
り
で
着
の
身
着
の
ま
ま

車
で
家
族
と
と
も
に
避
難
所
へ
、
さ
ら

に
宇
都
宮
、
福
井
そ
し
て
会
津
と
移
勤

し
、
今
も
い
つ
終
わ
る
か
分
ら
な
い
避

難
生
活
。
放
射
線
量
、
汚
染
水
、
廃
棄

物
等
の
情
報
で
不
安
が
つ
の
り
、
健
康

面
と
く
に
子
ど
も
た
ち
の
甲
状
腺
検

査
の
あ
や
ふ
や
さ
に
心
を
痛
め
る
な

ど
、
原
発
事
故
が
続
い
て
い
る
と
い
う

こ
と
を
改
め
て
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
。 

▼
そ
ん
な
中
、
古
川
さ
ん
は
東
電
を
は

じ
め
関
係
省
庁
に
今
後
ど
う
な
る
の

か
、
戻
れ
る
の
か
を
問
い
た
だ
す
電
話

を
か
け
ま
く
っ
た
。
ま
と
も
な
返
事
は

ど
こ
か
ら
も
な
か
っ
た
が
、
原
子
力
保

安
院
と
は
次
の
よ
う
な
や
り
取
り
が

あ
っ
た
と
い
う
。 

▼
「
何
か
あ
っ
て
も
大
丈
夫
と
言
っ

て
、
私
た
ち
を
だ
ま
し
て
い
た
ん
で
す

ね
」「
結
果
的
に
は
そ
う
な
り
ま
す
ね
」

目
が
点
に
な
り
そ
う
だ
。
「
ば
れ
て
か

ら
が
勝
負
」
と
こ
ろ
が
「
ば
れ
る
前
に

勝
負
が
つ
い
て
い
る
」
と
言
わ
ん
ば
か

り
だ
。
責
任
感
は
地
中
深
く
に
埋
め
て

し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。 

▼
原
発
震
災
が
起
き
て
か
ら
、
原
発
は

安
全
だ
、
大
丈
夫
だ
と
考
え
る
人
は
ほ

と
ん
ど
い
な
い
と
思
う
が
、
そ
れ
で
も

世
界
一
危
険
と
さ
れ
る
浜
岡
原
発
を

再
稼
働
す
る
動
き
が
強
ま
っ
て
い
る
。

ど
う
し
た
も
の
だ
ろ
う
か
。 

〈
Ｉ
〉
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三島市議選、現職１６、新人９、元職１が名乗り  

定数２２に２６候補の激突！市民は冷めた目 
４月１９日告示、２６日投・開票 映

画
「日
本
と
原
発
」は
も
う
ご
覧
に
な
り
ま
し
た
か
？ 

▼
振
り
込
め
サ
ギ
の
世

界
に
は
「
ば
れ
て
か
ら 

お
茶
と
語
ら
い
の
時
間
を
持
つ
。
真
っ

暗
闇
の
映
画
館
で
は
な
い
か
ら
、
膝
付

き
合
わ
せ
た
映
画
談
議
か
ら
、
異
論
を

交
し
合
う
ひ
と
と
き
を
積
み
重
ね
て

い
き
た
い
。 

私
た
ち
が
と
く
に
歓
迎
す
る
の
は

反
原
発
の
市
民
よ
り
も
、
「
反
対
派
の

意
見
を
聞
き
た
い
」
と
い
う
、
原
発
の

是
非
を
考
え
た
い
と
い
う
お
客
さ
ん
。

河
合
監
督
は
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
め

た
と
自
負
し
、
2
時
間
余
を
割
く
だ

け
で
い
い
、
「
ま
ず
観
て
ほ
し
い
。
私

た
ち
は
原
発
で
幸
せ
で
す
か
？
」
と
問

い
か
け
る
。（「
日
本
と
原
発
」
上
映
班
）

    

三
島
市
会
議
員
選
挙
は
四
月
十
九
日
告
示
、
二
六
日
投
・
開
票
と
な
っ
て
い
る
。

今
回
は
定
数
２
減
の
22
、
碓
井
、
細
井
、
佐
藤
晴
、
秋
津
、
金
子
、
栗
原
の
各

議
員
が
引
退
し
古
長
谷
議
員
が
県
議
選
進
出
と
な
り
、
７
名
が
抜
け
る
。
候
補
者

は
新
人
９
名
と
元
職
１
名
、
合
計
26
名
。
各
候
補
は
後
援
会
組
織
を
立
ち
上
げ

既
に
中
盤
戦
が
始
ま
っ
て
い
る
が
、
前
回
に
比
べ
市
民
の
受
け
止
め
方
は
関
心
が

低
く
冷
め
て
い
る
。
新
人
候
補
者
の
様
子
を
伺
っ
た
。 

新
人
立
候
補
者
は
大
社
町
か
ら
元

Ｊ
Ａ
職
員
で
細
井
議
員
の
後
継
と
見

ら
れ
、
農
協
を
バ
ッ
ク
と
し
て
伊
丹
ま

さ
は
る
氏
（
38
）、
芙
蓉
台
か
ら
碓
井

議
員
の
後
継
と
見
ら
れ
、
元
市
企
画
部

長
の
経
験
を
持
つ
大
石
一
太
郎
氏

（
65
）
、
芝
本
町
か
ら
２
回
目
挑
戦
で

元
市
議
仁
杉
、
伊
澤
、
堀
氏
の
応
援
を

受
け
る
情
報
誌
出
版
業
の
小
林
恵
子

氏
（
57
）
、
御
園
か
ら
栗
原
議
員
の
応

 

伊丹 まさはる氏 大石 一太郎氏 

小林 けいこ氏 佐藤 ひろふみ氏 

すぎさわ 正人氏 沈 くみ氏 土屋 けんいち氏 

村田 こういち氏 甲斐 ゆきひろ氏 はっとり 正平氏 

援
を
受
け
る
２
回
目
挑
戦
で
元
リ
サ

イ
ク
ル
会
社
職
員
の
佐
藤
ひ
ろ
ふ
み

氏
（
38
）
、
梅
名
か
ら
行
政
書
士
の
杉

沢
正
人
氏
（
58
）
、
富
士
ビ
レ
ッ
ジ
か

ら
通
信
教
育
会
社
社
員
の
沈
久
美
氏 

 

は
っ
と
り
正
平
氏
（
54
）
の
合
計
10

名
の
立
候
補
と
な
っ
て
い
る
。 

 

現
職
の
会
派
別
立
候
補
者
は
、
緑
水

会
は
御
園
地
区
か
ら
瀬
川
元
治
氏

（
67
）、
東
町
地
区
か
ら
松
田
吉
嗣
氏

（
59
）、
大
宮
町
地
区
か
ら
大
房
正
治

氏
（
67
）、
大
場
地
区
か
ら
中
村
仁
氏

（
46
）
の
４
名
、
一
昨
年
緑
水
会
か

ら
分
か
れ
た
改
革
三
島
は
緑
町
地
区

か
ら
土
屋
俊
博
氏
（
65
）、
徳
倉
地
区

か
ら
藤
江
康
儀
氏
（
57
）、
加
屋
町
地

区
か
ら
佐
野
淳
祥
氏
（
39
）
の
３
名
、

新
未
来
21
は
竹
倉
地
区
か
ら
石
渡
光

一
氏
（
54
）、
松
本
地
区
か
ら
川
原
章

寛
氏
（
44
）、
壱
町
田
地
区
か
ら
岡
田

美
喜
子
氏
（
56
）
の
３
名
、
フ
ォ
ー

ラ
ム
三
島
は
芙
蓉
台
地
区
か
ら
野
村

諒
子
氏
（
62
）、
大
社
町
地
区
か
ら
土

屋
利
絵
氏
（
42
）
の
２
名
、
公
明
党

は
谷
田
地
区
か
ら
鈴
木
文
子
氏

（
58
）、
東
大
場
地
区
か
ら
堀
江
和
雄

氏
（
53
）
の
２
名
、
共
産
党
は
長
伏

地
区
か
ら
下
山
一
美
氏
（
61
）
の
１

名
、
無
会
派
は
光
ヶ
丘
地
区
か
ら
弓
場

重
明
氏
（
64
）
１
名
と
な
っ
て
い
る
。

 
上
映
会
の
詳
細
は
広
告
欄
参
照
。
四
月

二
六
日
に
は
河
合
監
督
を
囲
ん
で
の
特

別
企
画
あ
り(

詳
細
は
広
告
欄
） 

 富士山植樹活動に 
参加しませんか？ 

４月２９日（水）〔祭〕現地１０時～ 
雨天の場合５月６日（水）〔振り替え休日〕

場所：裾野市須山浅木塚（国有林） 
集合：三島市役所中庭、午前 7 時 45 分 
   出発午前 8 時（帰着 3 時頃） 

（三島市役所からバスが出ます） 

用意するもの：軍手、弁当、飲料水、雨具 

主催：東富士地下水を守る連絡会 
（近隣市町の自然保護団体で構成） 

三島連絡先：090-5009-3640 

 3 月 15 日、「市民ひろば」がオープンしました！ 
市民と市民がつながって、いろんなことを学びながら未来をつくりたい 

 ☆市民ひろば新聞を配っていただけませんか？

☆あなたがお住まいのマンションやご近所に  

市民新聞を配ってください。  

お問合せ・連絡先 
「市民ひろば 」 
三島市中央町 3-32 小出ビル 3F 

電話 080-3061-1561      

 「市民ひろば」は市民による運営会議で企画・運営を行っています。 
各種講座、講演会、学習会、少人数のワークショップ、上映会、 
手作りカフェなど、 
市民が自由に学びの場をつくります。 
あなたも会員になりませんか（年会費は 1000円です）。 

 静岡は、原発で幸せですか？ 参加費 700 円(18 歳未満は無料)  

「日本と原発」／連続上映会スタート  

弁護士河合弘之 監督 海渡雄一 構成 新垣隆 音楽 
ドキュメンタリー作品：2時間15分 

会場は「市民ひろば」 

三島に来れば「日本と原発」が観られる!! （毎週土曜日午後予定） 

 4 月の予定 18 日・25 日   
5 月の予定 9 日・16日・23 日・30 日 
13：00～ 開場・受付／13：30～ 上映／ 
15：50～ お茶と語らい／16：30 終了予定 

できるだけ予約をお願いします（下記連絡先まで） 

主 催：市民ひろば「日本と原発」上映班 
連絡先：Tel 080-3061-1561  

mail： ray-sea@nifty.com 
 

 市民ひろば特別企画 

河合監督を囲んで 
～チェルノブイリから 29 年～ 
“矢部宏治『日本はなぜ、「基地」と「原発」を止めら 

れないのか』は、なぜまちがっているか” 
参加者の意見交換の時間を十分取ります 

4 月 26 日（日）13 時半～16時 
会場 市民ひろば 

要参加予約 市民ひろばまで 
参加費 予約あり 500円、予約無し 700 円 

       （大学生以下無料） 
連絡先：Tel 080-3061-1561 

Mail：ray-sea@nifty.com 
 

 

女性だけの 30 分 フィットネス 
自分の健康は、自分で守り自分でつくる・・・☆ 

1回無料体験実施中!! 
☆参加された方には、もれなくストレッチブックプレゼント！ 

カーブス三島大社町 
三島市大社町18-7 

小林ビル１Ｆ 
  055-976-3350 

営業時間 
月～金 10：00～19：00 
 土   10：00～13：00 
日・祝  定休日 

カーブス三島徳倉 
三島市徳倉1-21-7 
岩田ビル１Ｆ 
055-988-9095 


